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武牟川か子れ象式 〇中村 一-;x-  鮒田妃左､子 高太幸子

食　 物　27

目的　 昆布 だ'`しの差≪|,い^  ， 旨味 成分 以 外･こ複 統 な硫剽'感 知き■iiゐ。 これ･ま抽 象麦中 の

旨味成か こ相 加幼 年,を もa せ ろ曾味 成分 や名 か こしA  ') をふ える茶味 尿々 ， ま; 峻 酷,をi

つ八 ノ廸ヵぐ共 存 してヽヽ ゐfi め と･，各 吐 い っ･?  i 1 政 の結合L  fc ペア手ドゥ侑 菰 すろ た

め と姓 丸 し, 珀 叙嚢中 の遊 航 ア リ 峻・ 分析 乙独 衣走 の加 水冷 解蔀系ヵ,らアリ 趙量・)飢

動 乞^ り 気　 ペプ 手F を検'f- I ＆ う乙訥 み た。

方庄 銘 紬 製ヽi，北t海底利ﾉﾌし昆布 のヤ間部･ りL  叫^  の･lC:゙ 温胤 がｰﾀ? 几 ，IJ'うIS゛C

で柚 飢しrこ。柚 虫友 一S エタ)  - ル で脱 豪白後 ， 一部 を分子節･こ･ﾌヽ ･ﾅ凍締 乾:)f-け 試料(I) 乙

^ ， 残部a  l^-yMd＆応IK-R ∂(H*)のカ ラムに'-肌着，恋 敵 咳凍茄乾 峰 して試 料(I肛 しre｡ 名気

料ヽJ常注。- よ･) 加 ホ分解I,  試 粁 で)(r)としre 。

飾歌 アミノ赦 分析 ）゙結 系ヽ , 魅鮑？ミノ賎 ゛して仰･A 馬 丁鴫S“ 冷“, Pro, 叛･A 叫£^w.
考,i建のアリm 乞認J ）,   他,こ歌建 のニンヒド` ')ン褐 姓物質 £認 めr:・ マリ 峻量 亀爾軋

すろと剛m. ≪vj碩^  ,こ多< ，次 で゙ Asp, Ak ，Pro の順 で池･5 ヤそ でわ・rこ, 掬 瓜温泉o 相瞳･:

＆る遊岨アこm. 量･刻ぎ゚う'is°c.柚出液 のa う，こ外 ヽ. 加水分解後，±.･こ今（T 凧ﾑJM. ’増

量 かヽ認 められ，分解前n  れ瞳認蜀賀･J消 芙しrこ。このこと4ヽ り低分子量 のペプ冷 ﾄﾞ` 'r溶̂虫
゛考i  られ･ 一却 ゛ペプ斗l--*です呻ヾ )丁hr, G'ly･ム“･ 寸 々 乞ヽ筈吃 乞も) 乙y s･ 昔 時 ゛)Ay ≪

゛ヽ h  '■j ろ:  乙吠 考 えられ 、峙iこす吽､乙屋 了ゐフi  ノ酸 の増量ヵぐみ られろ:  乙よ り荏岐 ペプ

ヤドの右在公蔵史されゐ．ふ屹名味戎介とI てりアリ 瞰 乙へ･プキド･の屡々 ,乙吋吼を{ て

ご勺,の゛}る妥味を.鳶知-r-t ゐ乙考i ，い) 組ぺでのテスト
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の だ し 汁 に 合 ま れ る 塩 分 に 関 す る 研 究

育 大 秋 永 優 子

目 的　 海 産 物 に よ る だ し 汁 中 に は 塩 分 が 合 ま れ て い る に も か か わ ら ず 、 実 際 に は そ の 塩

分 を 考 康 せ ず に 屑 味 さ れ る こ と も 多 く 、 ま た だし 汁 の 塩 分 合 量 も ほ と ん ど 明 ら か に さ れ て

い な い ． 本 研 究 は 、 種 々 の 海 産 の だし、材 科 に よ る だし 汁 の 壇 分 倉 量 をSI  定 し 、 併 せ て 味 覚

と の 関 連 に つ い て 検 討 す る こ と に よ り 、 効 果 的 な 繭 味 法 を 知 る と と も に 、 塩 分 の 過 剰 摂 取

の 抑 制 に 貢 献 す る こ と を 目 的 とし た ．

方_法　 だ し 材 科 と し て 、 市 販 の だ し 昆 布（ ラ ウ ス 、 リ シ';  、 根 昆 布 ） 、 削 り 節（ カ ツ*.

サ バ 、ア ジ 、 イワ シ ） 、 煮 干 し(  カ タ ク チ イ ワ シ 、 マ イ ワ シ 、 ウ ル メ イ ワ シ 、 ア ジ 、 サ ヨ

>l ） お よ び 焼 アゴ を 用 いft  .      500・ｌの 脱 イ オ ン 水 中 に 常 法 に 従 う て 抽 出 し た も の を 賦 科 被

と し 、 壇 分 を モ ー ル 法 に よ り 測 定 し た ． 官 能 検 査 は 、 昆 布　2% だ し 、 剃 り 節　4 ％ だし.  混

合 だし （ 昆 布　1 ％ 削 り 節　2 ％) お よ び 煮 干 し　3 ％ だ し に つ い て 、 ≪■ 々 塩 と 醤 油 を 用 い て 塩

分 濃 度0.9     % に 調 整 し た吸 物 と　0.9 ％ の 塩 分 を 添 加し た 吸 物 と の 、 識 別 テ スト と 嗜 好 テ ス

ト を 行っ た ．

結 果　 各 だ し 汁 の 塩 分 合 量 は 、 昆 布　2 ％ だ し で0.20 － 0.30% 、 削 り 節　4 ％ だし で0.03 －

0.09 ％ 、 煮 干 し　3 ％ だ し で0.15 － 0.20 ％ と 、 だ し 汁 に す で に か な り の 塩 分 が 禽 ま れ て い る

こ とか 認 め ら れ た.  官 能 検 査 の 結 果 、 全 て の だ し に お い て0.9 ％ 塩 分 濃 度 吸 物 と　0.9%

塩 分 添 加 吸 物 と の 間 に　1 ％ あ る い は　0. 1％ の 危 険 率で 有 意 に 塩 分 濃 度 の 差 がIK  別 さ れ た ．

嗜 好 テ ス ト で は 、 昆 布 だ し に お い て　5% の 危 険 率で 有 意 に　0.9 ％ 壇 分 濃 度 吸 物 か 好 ま れ た

if , 他 の だ し に お い て は 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た.


